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平
成
24
年
第
３
回
定
例
会
が
９
月
10
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
９
月
14
日
ま
で
の
５
日
間
と
決
め
、
条
例
案
５
件
、
予
算
案

７
件
、
一
般
事
件
案
４
件
、
報
告
事
件
案
３
件
の
計
19
件
が
提
案
さ
れ
慎
重
審
議
し
ま
し
た
。

ま
た
、
９
月
13
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
４
名
の
議
員
が
質
問
台
に
立
ち
ま
し
た
。

提
案
さ
れ
た
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、14
日
の
最
終
日
に
全
議
案
と
も
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

議長 
品川光博  
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提
案
さ
れ
た
議
案

◎
美
郷
町
福
祉
医
療
費
助
成
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

�
県
外
の
医
療
機
関
を
受
診
し

た
場
合
の
医
療
費
支
給
方
法

の
変
更
に
伴
う
一
部
改
正
。

◎
美
郷
町
子
ど
も
医
療
費
助
成

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
�
県
外
の
医
療
機
関
を
受
診
し

た
場
合
の
医
療
費
支
給
方
法

の
変
更
に
伴
う
一
部
改
正
。

◎
美
郷
町
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
定
住

支
援
住
宅
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て

�
定
住
支
援
住
宅
と
し
て
、
新

た
に
粕
渕
地
内
に
末
広
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
者
定
住
支
援
住
宅
が

整
備
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
。

◎
美
郷
町
移
住
体
験
住
宅
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

�
美
郷
町
に
移
住
を
希
望
す
る

方
を
対
象
に
、
町
内
で
の
暮

ら
し
を
一
時
的
に
体
験
で
き

る
住
宅
整
備
を
行
い
、
定
住

施
策
の
推
進
を
図
る
た
め
の

条
例
制
定
。

◎
美
郷
町
農
業
集
落
排
水
処
理

施
設
及
び
小
規
模
集
合
排
水

処
理
施
設
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
�
や
な
し
お
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、

吾
郷
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
石
原

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
３
処
理
施

設
が
追
加
さ
れ
た
。

条
例
案

◎平成24年度美郷町一般会計補正予算並びに特別会計補正予算

予算案

会 計 名 補正前の額 補正額 補正後の額

一般会計 6,825,721 478,203 7,303,924

簡易水道事業特別会計 265,839 3,298 269,137

下水道事業特別会計 305,229 △ 1,970 303,259

君谷診療所特別会計 4,552 202 4,754

国民健康保険特別会計 699,653 2,285 701,938

国民健康保険診療所特別会計

後期高齢者医療特別会計

94,418

185,402

599

2,566

95,017

187,968

（単位：千円）
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◎
美
郷
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

�
連
合
自
治
会
を
単
位
と
し
て
、

島
根
県
と
連
携
し
て
将
来
の

集
落
維
持
、
活
性
化
が
図
ら

れ
る
よ
う
地
域
課
題
解
決
に

取
り
組
む
場
合
、
そ
の
取
り

組
み
に
対
し
て
支
援
を
行
う

た
め
の
一
部
変
更
。

◎
平
成
23
年
度
美
郷
町
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

�
監
査
意
見
（
総
評
抜
粋
）

21
年
度
、
国
の
経
済
及
び

生
活
関
連
対
策
に
よ
り
予
算

決
定
は
大
き
く
膨
ら
ん
だ
が
、

23
年
度
決
算
は
、
こ
の
年
度

を
ピ
ー
ク
に
前
年
度
同
様
に

減
少
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、

地
方
公
共
団
体
の
標
準
財
政

規
模
に
比
し
、
特
殊
事
業
も

あ
り
一
概
に
高
予
算
決
算
で

あ
る
と
言
い
難
い
点
も
あ
る

が
、
高
水
準
で
推
移
し
て
い

る
。

地
方
債
で
賄
う
合
併
特
例

債
は
、
26
年
度
終
了
が
５
年

延
長
さ
れ
る
見
込
み
で
、
各

種
の
事
業
が
展
開
で
き
る
も

の
の
、
交
付
金
補
助
金
等
の

財
源
は
今
後
減
少
が
見
込
ま

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
行
財

政
運
営
に
お
い
て
は
引
続
き

優
先
事
業
よ
り
予
算
配
分
を

行
い
、
補
助
金
、
交
付
金
、

負
担
金
、
委
託
料
等
の
見
直

し
、
ま
た
、
収
入
未
済
金
減

少
に
努
め
、
よ
り
一
層
の
経

費
削
減
に
職
員
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

◎
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

�
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
に

西
島
誠
子
氏
（
上
野
）、
渡
邊

勝
之
氏
（
比
敷
）
は
適
任
で

あ
る
と
意
見
を
付
し
た
。

◎
平
成
23
年
度
決
算
に
基
づ
く

美
郷
町
の
健
全
化
判
断
比
率

及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告

に
つ
い
て

一
般
事
件
案

請 願 及 び 陳 情 の 要 旨 審査結果 付託常任委員会

「緊急事態基本法」の早期制定を求める意見書を求める請願

地球温暖化対策に関する「地方財源・充実する仕組み」の構築を求

める意見書の採択について

採 択

採 択

総務常任委員会

経済常任委員会

請願・陳情

◎
財
団
法
人
美
郷
町
開
発
公
社

並
び
に
株
式
会
社
グ
リ
ー
ン

ロ
ー
ド
だ
い
わ
の
平
成
23
年

度
事
業
実
績
及
び
決
算
、
平

成
24
年
度
事
業
計
画
及
び
予

算
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

�平成23年度美郷町健全化判断比率 （単位％）

実質

赤字比率

－

（15.00）

連結実質

赤字比率

－

（20.00）

実質

公債費比率

14.0

（25.0）

将来

負担比率

94.6

（350.0）

＊（ ）内は早期健全化基準

報
告
事
件
案
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地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実する仕組み」の構築を求める意見書

地球温暖化防止のための温室効果ガスの削減は、我が国のみならず地球規模の重要かつ喫緊の課題と
なっており、森林のもつ地球環境保護、国土の保全、水質源の涵養、自然環境の保持など「森林の公益
的機能」に対する国民の関心と期待は大きくなっている。
また、わが国は、京都議定書において、第１約束期間である平成20年から平成24年までの間に、温

室効果ガスを６％削減することが国際的に義務付けられているが、そのうち3.8％を森林吸収量により
確保するとしている。
このような中、「地球温暖化対策のための税」が平成24年10月に導入される一方、「森林吸収源対策

などの地球温暖化対策に関する地方の財源確保」については、「平成24年度税制改正大網」において、
「平成25年度実施に向けた成案を得るべく更に検討を進める」とされている。
もとより、地球温暖化防止をより確実なものとするためには、森林の整備・保全等の森林吸収源対策

や豊富な自然環境が生み出す再生可能エネルギーの活用などの取り組みを、山村地域の市町村が主体
的・総合的に実施することが不可欠である。
しかしながら、これら市町村では、木材価格の暴落・低迷や林業従事者の高齢化、後継者不足などの

厳しい情勢にあり、森林吸収源対策などの地球温暖化対策に取り組むための恒久的・安定的な財源が大
幅に不足している。
よって、下記事項の実現を強く求めるものである。

記

二酸化炭素吸収源として最も重要な機能を有する森林の整備・保全等を推進する市町村の役割を踏ま
え、「地球温暖化対策のための税」の一定割合を、森林面積に応じて譲与する「地方財源を確保・充実
する仕組み」を早急に構築すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成24年９月14日

島根県邑智郡美郷町議会

発議
９月14日の最終日に議員発議による意見書の提案が２件あり、全会一致で可決されました。意見
書は内閣総理大臣をはじめ各関係機関へ送付しました。

「緊急事態基本法」の早期制定を求める意見書

今回の東日本大震災における我が国の対応は、当初「想定外」という言葉に代表されるように、緊急
事態における取り組みの甘さを国民と世界に広く知らしめる結果となった。世界の多数の国々は今回の
ような大規模自然災害時には「非常事態宣言」を発令し、政府主導のもとに震災救援と復興に対処して
いるのである。
我が国のように平時体制のまま国家的緊急事態を乗り切ろうとすると、前衛部隊の自衛隊、警察、消

防などの初動態勢、例えば部隊の移動、私有地の撤去、土地の収用などに手間取り、救援活動にさまざ
まな支障を来し、その結果さらに被害が拡大するのである。
また原発事故への初動対応の遅れは、事故情報の第一次発信先が国ではなく、事故を起こした東京電

力当事者というところに問題がある。さらに言えば、我が国の憲法はその前文に代表されるように平時
を想定した文面となっており、各国に見られるように外部からの武力攻撃、テロや大規模自然災害を想
定した「非常事態条項」が明記されていない。
平成16年５月にはその不備を補足すべく、民主、自民、公明三党が「緊急事態基本法」の制定で合

意したが、今日まで置き去りにされている。昨年来、中国漁船尖閣事件、ロシア閣僚級のたび重なる北
方領土の訪問、北朝鮮核ミサイルの脅威など、自然災害以外にも国民の生命、財産、安全を脅かす事態
が発生している。
よって、国会及び政府におかれては、「緊急事態基本法」を早急に制定されるよう強く要望する。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成24年９月14日

島根県邑智郡美郷町議会
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前
景
山
議
長
の
突
然
の
議
員

辞
職
に
伴
い
ま
す
、
美
郷
町
議

会
議
長
の
改
選
に
当
た
り
、
去

る
８
月
31
日
の
臨
時
議
会
に
お

き
ま
し
て
、
不
肖
私
に
多
く
の

議
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
推
挙

を
戴
き
議
長
に
就
任
さ
せ
て
戴

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

誠
に
身
に
余
る
光
栄
な
こ
と

と
存
じ
上
げ
ま
す
と
同
時
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
が
致
し
て

お
り
ま
す
。

私
の
力
不
足
は
自
分
が
一
番

よ
く
承
知
致
し
て
お
り
ま
す

が
、
ご
推
挙
を
受
け
ま
し
た
う

え
は
、
こ
の
身
を
挺
し
て
円
滑

な
議
会
運
営
と
住
民
福
祉
の
向

上
を
目
指
し
て
誠
心
誠
意
努
力

す
る
所
存
に
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
議
員
誰
も
が
共

通
認
識
と
し
て
持
ち
合
わ
せ
て

い
ま
す
「
町
民
に
開
か
れ
た
議

会
」「
町
民
の
皆
さ
ま
と
の
対

話
集
会
の
実
施
」
な
ど
を
通
じ

て
議
会
の
活
性
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

そ
し
て
議
会
本
来
の
役
割
で

あ
り
ま
す
執
行
部
に
対
し
て
の

「
批
判
監
視
」
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
安
易
な
妥
協
は
許
さ
れ

ま
せ
ん
が
、
い
た
ず
ら
に
摩
擦

を
起
こ
す
の
で
は
な
く
議
会
・

執
行
部
が
切
磋
琢
磨
一
体
と

な
っ
て
町
の
発
展
の
た
め
に
そ

の
職
責
を
全
う
す
る
覚
悟
に
ご

ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
さ
ま

方
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力

を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
議

長
就
任
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま

す
。

前
美
郷
町
議
会
議
長
の
景
山

良
材
氏
が
、
平
成
24
年
８
月
28

日
に
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
議

員
を
辞
職
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
15
年
２
月
か
ら
産
業
建

設
常
任
委
員
長
、
平
成
17
年
８

月
よ
り
教
育
民
生
常
任
委
員

長
、
平
成
21
年
８
月
か
ら
議
長

に
就
任
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

景
山
氏
は
、
平
成
11
年
２
月

に
邑
智
町
議
会
議
員
に
初
当
選

し
、
２
期
（
５
年
７
ケ
月
）
、

合
併
後
、
美
郷
町
に
な
っ
て
か

ら
は
、
３
期
（
７
年
10
ケ
月
）

の
永
き
に
わ
た
り
、
町
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

８
月
の
臨
時
議
会
に
お
い

て
、
議
員
の
皆
さ
ん
の
力
強
い

ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
美
郷
町

議
会
副
議
長
の
要
職
を
お
引
き

受
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。元

よ
り
浅
学
非
才
の
私
で
そ

の
器
で
な
い
こ
と
は
良
く
承
知

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
町
勢
発
展
の
た
め
議
長
を

補
佐
し
、
議
会
が
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
よ
う
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
副
議
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

議
長
就
任
の
挨
拶

副
議
長
就
任
の
挨
拶

美
郷
町
議
会

議
長
　
品
　
川
　
光
　
博

美
郷
町
議
会

副
議
長
　
波
多
野
　
祐
　
康

第
２
回

第
２
回 

第
２
回 

去
る
８
月
31
日
の
第
２
回
臨

時
会
に
お
い
て
、
景
山
議
長
の

議
員
辞
職
に
伴
う
議
長
の
選
挙

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
本
議

会
中
に
は
西
嶋
副
議
長
か
ら
副

議
長
職
の
辞
職
願
が
提
出
さ
れ

許
可
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
副
議

長
の
選
挙
も
併
せ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

選
挙
結
果
に
つ
い
て
は
下
記

の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

議
　
長
　
品
　
川
　
光
　
博

副
議
長
　
波
多
野
　
祐
　
康

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

�
美
郷
町
防
災
セ
ン
タ
ー
建
設

工
事

契
約
の
相
手
方

有
限
会
社
　
福
間
工
務
店

代
表
取
締
役
　
福
間
秀
武

提
案
さ
れ
た
議
案

一
般
事
件
案

議
員
辞
職
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4人登壇 

町長 
沖野 健 

潮
発
電
所
は
神
戸
川

上
流
部
の
来
島
ダ
ム
で

取
水
し
発
電
を
し
て
い
る
。
来

島
ダ
ム
は
、
１
９
５
６
年
、
発

電
用
と
し
て
中
国
電
力
が
建
設

し
、
約
11
キ
ロ
離
れ
た
美
郷
町

の
潮
発
電
所
へ
送
水
し
発
電
し

て
い
る
。
潮
発
電
所
の
能
力
は
、

年
間
発
電
量
が
１
・
２
億
キ
ロ

ワ
ッ
ト
で
一
般
家
庭
の
約
４
万

世
帯
分
の
使
用
電
力
量
に
相
当

す
る
。
来
島
ダ
ム
に
流
れ
込
む

年
間
約
２
億
ト
ン
の
水
の
内
、

85
％
に
あ
た
る
約
１
億
８
０
０

０
万
ト
ン
を
使
い
、
発
電
後
は

江
の
川
に
放
水
し
て
い
る
。

発
電
目
的
で
江
の
川
に
分
水

し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
神

戸
川
流
域
の
自
治
会
、
漁
協
、

農
協
、
森
林
組
合
な
ど
20
団
体

の
関
係
者
か
ら
神
戸
川
へ
流
れ

る
水
が
弱
い
為
、
川
の
浄
化
作

用
が
働
か
ず
、
水
質
の
悪
化
や
、

天
然
遡
上
の
鮎
の
減
少
に
も

な
っ
て
い
る
と
し
て
、
江
の
川

へ
の
分
水
を
し
な
い
よ
う
求
め

て
、
本
年
７
月
15
日
、
神
戸
川

再
生
推
進
会
議
を
設
立
し
、
決

起
大
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
こ

の
水
利
権
は
、
30
年
間
の
期
限

で
、
来
年
３
月
に
２
度
目
の
更

新
期
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。

神
戸
川
再
生
推
進
会
議
は
、

更
新
阻
止
に
向
け
て
３
万
人
以

上
の
署
名
を
集
め
る
運
動
も
展

開
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
江

の
川
へ
の
分
水
契
約
更
新
が
さ

れ
な
い
と
今
後
潮
発
電
所
を
存

続
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

①
　
来
年
３
月
の
江
の
川
へ
の

分
水
契
約
更
新
が
さ
れ
る
よ
う

努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
が
、
町
長
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

②
　
潮
発
電
所
の
交
付
金
と
固

定
資
産
税
は
い
く
ら
か
。

③
　
神
戸
川
の
専
門
委
員
会
の

会
合
に
美
郷
町
も
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
る
が
、

そ
の
状
況
が
聞
き
た
い
。

沖
野
町
長①

　
来
島
ダ
ム
の
水
を

利
用
し
て
発
電
を
す
る

中
国
電
力
潮
発
電
所
の
水
利
使

用
許
可
の
期
間
は
、
平
成
25
年

３
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
水
利
使
用
許
可
の
期
限

切
れ
を
控
え
、
神
戸
川
再
生
推

進
会
議
の
求
め
で
、
溝
口
島
根

県
知
事
が
、
神
戸
川
の
現
地
視

察
を
行
い
、
専
門
家
に
よ
る
神

戸
川
の
水
質
調
査
に
乗
り
出
す

方
針
が
示
さ
れ
た
。

８
月
27
日
、
神
戸
川
の
下
流

環
境
に
関
す
る
専
門
家
委
員
会

が
設
置
さ
れ
、
８
月
29
日
は
、

第
１
回
専
門
委
員
会
が
開
催
さ

れ
た
。

中
国
電
力
潮
発
電
所
の
水
利

使
用
許
可
更
新
手
続
は
、
河
川

法
に
基
づ
き
、
許
可
期
間
が
満

了
す
る
日
の
６
ケ
月
前
か
ら
、

１
カ
月
前
、
平
成
24
年
11
月
１

日
か
ら
平
成
25
年
２
月
28
日
ま

で
の
間
に
、
河
川
管
理
者
で
あ

る
国
土
交
通
省
に
対
し
、
水
利

使
用
の
許
可
の
更
新
申
請
を
行

う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
中

国
電
力
は
、
当
該
期
間
に
当
該

申
請
し
審
査
を
受
け
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

こ
の
中
国
電
力
の
国
土
交
通

省
に
対
す
る
申
請
後
、
河
川
法

第
36
条
に
基
づ
き
、
国
土
交
通

省
か
ら
島
根
県
へ
意
見
の
照
会

が
あ
る
が
、
島
根
県
は
神
戸
川

の
河
川
環
境
に
関
す
る
専
門
委

員
会
に
よ
る
調
査
結
果
が
重
要

な
判
断
材
料
に
な
る
と
し
て
い

る
。美

郷
町
は
、
意
見
を
述
べ
る

立
場
に
な
い
の
で
島
根
県
及
び

国
土
交
通
省
の
動
向
を
静
観
せ

ざ
る
を
得
な
い
も
の
と
思
う
。

潮
発
電
所
は
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
と
、
Ｃ
Ｏ
２
を

排
出
し
な
い
と
い
う
点
で
大
変

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

潮
発
電
所
は
、
美
郷
町
に
と
っ

て
重
要
で
あ
り
現
状
維
持
を
願

う
。

②
　
平
成
24
年
度
電
源
立
地
地

域
対
策
交
付
金
は
、
１
０
８
７

万
１
千
円
で
、
平
成
24
年
度
潮

発
電
所
固
定
資
産
税
は
、
１
２

７
９
万
７
千
円
で
あ
る
。

来
島
ダ
ム
の
 

分
水
契
約
更
新
に
努
力
を
 

重
要
で
あ
り
現
状
維
持
を
願
う
 

籏根正一 議員
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樋
ヶ
副
町
長

③
　
環
境
影
響
調
査
を
す
る
た

め
の
資
料
は
島
根
県
が
す
べ
て

提
供
す
る
こ
と
を
約
束
。
今
後

の
日
程
は
月
１
回
の
研
究
会
を

開
催
、
来
年
の
３
月
ま
で
に
結

論
を
出
す
。
現
地
調
査
は
一
部

地
域
下
流
住
民
の
意
見
聴
取
を

行
っ
た
。
そ
の
中
で
、
来
島
ダ

ム
は
87
％
が
水
力
発
電
用
の
水

と
し
て
使
わ
れ
て
い
て
、
下
流

部
に
流
れ
て
い
る
水
は
、
13
％

し
か
な
く
非
常
に
水
質
環
境
が

悪
く
な
っ
て
い
る
と
の
指
摘
が

あ
っ
た
。

23
年
度
決
算
に
よ
れ

ば
、
未
収
金
が
全
会
計

で
現
年
分
、
滞
納
繰
越
分
が
合

わ
せ
て
、
１
億
９
７
０
０
万
円

あ
る
。
徴
収
率
も
前
年
対
比
で

０
・
７
％
減
と
な
っ
て
い
る
。

滞
納
者
に
も
納
入
で
き
な
い

様
々
な
事
情
が
あ
り
、
容
易
に

収
納
で
き
な
い
こ
と
が
多
く
、

徴
収
に
は
町
民
負
担
の
公
平
性

を
保
つ
た
め
に
と
い
う
強
い
意

識
を
持
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
、
成
果
は
上
が
ら
な
い
。

税
か
料
か
そ
の
債
権
の
種
類

に
よ
っ
て
、
法
的
な
対
処
の
仕

方
が
違
う
と
は
思
う
が
、
徴
収

の
努
力
も
な
く
、
た
だ
時
効
に

よ
る
※
不
納
欠
損
額
を
増
や
す

の
は
、
役
場
の
業
務
と
し
て
怠

慢
と
言
わ
れ
か
ね
な
い
。

未
収
金
の
徴
収
に
は
心
労
と

嫌
気
が
伴
う
が
、
粘
り
強
く
、

効
果
的
に
取
り
組
む
た
め
の
方

策
と
覚
悟
の
ほ
ど
を
伺
う
。

沖
野
町
長

平
成
23
年
度
未
収
金

に
つ
い
て
は
、
一
般
会

計
に
お
い
て
、
町
税
・
分
担

金
・
負
担
金
・
使
用
料
な
ど
、

現
年
度
分
１
１
０
４
万
円
、
滞

納
繰
越
分
３
３
１
８
万
６
千
円
、

計
４
４
４
２
万
６
千
円
。
ま
た
、

住
宅
新
築
資
金
償
還
金
を
含
め

た
特
別
会
計
合
計
で
、
現
年
度

分
７
６
６
万
７
千
円
、
滞
納
繰

越
分
１
億
４
５
５
３
万
９
千
円
、

計
１
億
５
３
２
０
万
６
千
円
。

合
計
１
億
９
７
４
３
万
２
千
円

と
な
っ
て
い
る
。

徴
収
率
は
、
全
会
計
に
お
い

て
80
・
４
％
で
あ
り
、
前
年
度

と
比
べ
て
、
０
・
７
％
下
回
っ

た
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
原
因
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
要
因
が
あ
る
が
、
指
摘

の
と
お
り
、
税
金
や
使
用
料
等

の
滞
納
に
よ
る
負
担
の
公
平
性

を
失
う
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
る
。

町
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
18

年
度
と
22
年
度
に
島
根
県
と
の

相
互
併
任
性
制
度
に
よ
り
職
員

を
派
遣
を
し
、
徴
収
技
術
を
習

得
す
る
と
と
も
に
、
島
根
県
の

税
務
部
局
と
協
力
し
、
納
税
意

識
の
欠
如
し
た
滞
納
者
に
つ
い

て
は
、
給
与
や
預
金
・
不
動
産

の
差
し
押
さ
え
等
の
処
分
を
行

う
な
ど
、
未
収
金
対
策
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
水
道
使
用
料
に

つ
い
て
も
、
平
成
20
年
度
か
ら

給
水
停
止
も
予
告
し
な
が
ら
対

策
を
講
じ
て
い
る
。

ま
た
、
※
不
納
欠
損
に
つ
い
て

は
、
地
方
税
法
に
基
づ
き
固
定

資
産
税
を
中
心
に
、
法
人
の
倒

産
や
自
己
破
産
に
よ
る
も
の
、

相
続
人
が
不
在
で
あ
る
な
ど
や

む
を
得
な
い
場
合
を
除
い
て
、

分
割
誓
約
書
等
に
よ
り
時
効
の

中
断
を
か
け
て
税
負
担
の
公
平

性
を
堅
持
し
て
い
る
が
、
結
果

と
し
て
未
収
金
は
増
加
し
て
お

り
、
よ
り
一
層
の
収
納
対
策
を

強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
新
規
滞
納
者

の
早
期
解
消
を
図
る
こ
と
。
滞

納
者
に
対
し
て
早
期
の
督
促
と

頻
繁
な
催
告
を
行
い
、
１
件
ご

と
の
滞
納
額
の
増
加
を
抑
え
る
。

ま
た
、
納
付
可
能
な
資
力
が
あ

り
な
が
ら
納
付
意
志
の
欠
落
し

て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
悪
質
な
滞

納
者
に
は
、
町
税
で
は
、
引
き

続
き
給
与
や
預
金
、
生
命
保
険
、

財
産
の
差
し
押
さ
え
の
強
化
。

上
下
水
道
で
は
、
給
水
停
止
措

置
。
住
宅
使
用
料
で
は
、
明
け

渡
し
請
求
等
の
措
置
の
拡
大
。

さ
ら
に
は
町
内
で
受
け
る
こ
と

の
で
き
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
制
限
な
ど
も
検
討
し
て
い
く

べ
き
と
考
え
る
。
一
方
納
付
環

境
の
整
備
を
図
る
た
め
コ
ン
ビ

ニ
で
の
納
付
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
る
。

こ
の
度
の
平
成
23
年
度
決
算

に
お
け
る
監
査
意
見
書
の
指
摘

事
項
に
も
、「
徴
収
業
務
は
、
公

平
性
の
観
点
か
ら
避
け
て
通
れ

ぬ
道
で
あ
り
、
税
を
は
じ
め
と

し
て
負
担
金
・
使
用
料
等
の
収

入
未
済
金
の
減
少
及
び
発
生
防

止
を
図
る
と
共
に
納
付
義
務
の

啓
発
を
行
っ
て
頂
き
た
い
」
と

さ
れ
、
徴
収
率
を
引
き
上
げ
る

未
収
金
の
徴
収
は
 

納
期
限
内
納
付
の
啓
発
と
徴
収
業
務
に
つ
い
て
 

不
断
の
努
力
を
行
う
 

岡先利和 議員

中国電力潮発電所
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こ
と
は
、
町
に
課
さ
れ
た
当
然

の
責
務
と
認
識
し
て
い
る
。

財
政
基
盤
の
弱
い
本
町
に

と
っ
て
は
、
収
納
額
の
確
保
に

向
け
た
一
層
の
努
力
が
必
要
で

あ
り
、
公
平
公
正
な
社
会
を
形

成
し
て
い
く
上
に
は
、
納
期
限

内
納
付
の
啓
発
と
徴
収
業
務
に

つ
い
て
不
断
の
努
力
を
行
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

※
不
納
ふ
の
う

欠
損

け
っ
そ
ん

と
は

滞
納
分
の
徴
収
金
が
徴
収
で
き
な
く
な
っ
た
と
し
て
、
そ
の
調
定
の

金
額
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

町
内
で
の
起
業
家
育

成
を
目
的
に
開
設
し
た

研
修
機
関
「
み
さ
と
カ
レ
ッ
ジ
」

は
、
本
年
４
月
に
専
科
の
起
業

コ
ン
テ
ス
ト
に
よ
り
、
３
企
業

の
３
提
案
が
入
賞
し
、
そ
れ
ぞ

れ
起
業
に
向
け
て
取
り
組
ま
れ

て
い
る
。

①
　
こ
の
取
り
組
み
状
況
は
。

②
　
先
般
の
新
聞
に
研
修
科
・

普
及
科
に
つ
い
て
、
募
集
が
報

じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
応
募
状

況
は
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
鳴
り
物

入
り
で
始
ま
っ
た
「
み
さ
と
カ

レ
ッ
ジ
」
が
、
成
功
裏
に
事
が

進
む
事
を
願
う
。

沖
野
町
長①

「
み
さ
と
カ
レ
ッ
ジ
」

は
、
将
来
の
美
郷
町
を

担
っ
て
い
く
人
材
と
産
業
を
一

体
的
に
育
て
上
げ
る
仕
組
み
と

し
て
実
施
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
専
科
・
研
修

科
・
普
及
課
の
３
つ
の
コ
ー
ス

を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
募
集

を
行
い
、
起
業
を
目
指
す
も
の

で
あ
る
。
既
に
専
科
に
つ
い
て

は
、
３
件
の
事
業
で
起
業
も
し

く
は
起
業
を
目
指
し
て
い
る
。

１
件
目
は
、
事
業
名
「
配
食

サ
ー
ビ
ス
か
ら
始
ま
る
付
加

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」
と
題
し
て
、

美
郷
町
滝
原
に
「
株
式
会
社
ヘ

ル
シ
ー
ぷ
ら
す
」
代
表
取
締
役

貝
谷
宏
昭
氏
が
事
務
所
兼
商
品

の
倉
庫
を
新
築
し
、

８
月
１
日
か
ら
事
業

を
開
始
し
て
い
る
。

主
な
商
品
は
病
態
食

や
健
康
食
な
ど
冷
凍

弁
当
の
宅
配
専
門
販

売
で
あ
る
。

２
件
目
は
、
個
人

起
業
と
し
て
、
事
業

名
「
美
郷
町
の
休
耕

地
利
用
し
た
薬
用
植

物
栽
培
の
６
次
産
業

化
」
で
、
本
拠
地
を

美
郷
町
乙
原
に
置

き
、「
エ
ン
ジ
ェ
ル
・

ハ
ン
ド
」
代
表
者
、

岡
口
貞
子
氏
が
、
事

務
所
兼
作
業
場
を
開

設
し
、
奈
良
県
の
福

田
商
店
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

地
元
農
家
と
契
約
栽
培
を
し
た

地
黄（
ジ
オ
ウ
）が
、
11
月
頃
か

ら
収
穫
開
始
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。
主
な
商
品
は
、
美
郷
薬
湯

と
し
て
地
黄
の
入
っ
た
入
浴
剤

で
あ
る
。

３
件
目
の
事
業
名
「
ト
ル
コ

ギ
キ
ョ
ウ
の
栽
培
で
若
者
定

住
・
法
人
型
担
い
手
育
成
こ
の

モ
デ
ル
を
目
指
し
て
」
は
、
美

郷
町
小
松
地
の
「
農
事
組
合
法

人
小
松
地
営
農
倶
楽
部
」
代
表

理
事
　
樋
ケ
勝
義
氏
に
よ
る
ト

ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
栽
培
と
販
売

で
あ
る
。
事
業
名
の
と
お
り
、

若
者
定
住
や
、
担
い
手
育
成
に

関
し
て
、
こ
れ
ま
で
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
活
躍
し
て
い

た
人
材
が
、
契
約
期
間
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
地
域
の
担
い
手

と
し
て
地
元
に
定
住
し
、
現
在
、

小
松
地
営
農
倶
楽
部
の
社
員
と

し
て
採
用
し
、
県
立
農
業
大
学

校
の
担
い
手
育
成
科
で
１
年
間

研
修
生
と
し
て
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ

ウ
の
栽
培
実
践
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
又
、
ハ
ウ
ス
の
設
置
場

所
や
ハ
ウ
ス
本
体
の
面
積
や
構

造
等
も
決
定
し
、
10
月
か
ら
施

「
み
さ
と
カ
レ
ッ
ジ
」
の
状
況
は
 

９
月
30
日
開
校
式
の
予
定
 

安田勝司 議員

総 計
Ｈ23年度

調 定 額 収 入 額 徴収率 不能欠損額 収入未済金 未済率

【全 会 計】 1,039,450,711 836,090,209 80.4％ 5,928,124 197,432,378 19.0％

現年度分 842,806,983 823,303,823 97.7％ 795,300 18,707,860 2.2％

滞納繰越分 196,643,728 12,786,386 6.5％ 5,132,824 178,724,518 90.9％

【一般会計】 592,111,611 542,479,541 91.6％ 5,405,924 44,226,146 7.5％

現年度分 548,255,163 536,419,309 97.8％ 795,300 11,040,554 2.0％

滞納繰越分 43,856,448 6,060,232 13.8％ 4,610,624 33,185,592 75.7％

【特別会計】 447,339,100 293,610,668 65.6％ 522,200 153,206,232 34.2％

現年度分 294,551,820 286,884,514 97.4％ 0 7,667,306 2.6％

滞納繰越分 152,787,280 6,726,154 4.4％ 522,200 145,538,926 95.3％

■未収金の状況 （単位：円、％）

潮村に開校した「みさとカレッジ」
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設
整
備
に
着
手
し
、
年
度
内
に

完
了
の
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

本
格
的
な
栽
培
は
新
年
度
か
ら

始
ま
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

す
で
に
「
株
式
会
社
ヘ
ル

シ
ー
ぷ
ら
す
」
に
５
１
７
万
５

千
円
と
「
エ
ン
ジ
ェ
ル
ハ
ン
ド
」

に
１
５
６
万
２
５
０
０
円
の
補

助
金
を
交
付
し
た
。

②
　
次
に
研
修
科
に
つ
い
て
は
、

募
集
人
員
は
２
名
で
、
６
つ
の

テ
ー
マ
の
い
ず
れ
か
に
沿
っ
た

内
容
で
事
業
計
画
等
を
作
成
・

応
募
、
審
査
に
よ
っ
て
２
名
を

選
出
し
、
専
門
的
な
研
修
を
受

け
て
、
そ
の
後
町
内
で
起
業
す

る
も
の
で
あ
る
。
既
に
研
修
生

の
募
集
の
チ
ラ
シ
等
に
つ
い
て

は
、
10
月
31
日
締
め
切
り
と
し

て
配
布
を
し
て
い
る
。

普
及
科
に
つ
い
て
は
、
田
舎

で
生
き
る
専
門
家
と
し
て
５
つ

の
コ
ー
ス
か
ら
選
定
し
、
専
門

知
識
や
技
術
を
、
習
得
す
る
仕

組
み
と
し
て
い
る
。
９
月
25
日

を
締
め
切
り
と
し
て
い
る
が
、

９
月
10
日
現
在
で
、
28
名
の
応

募
が
あ
る
。
９
月
30
日
に
は
、

「
み
さ
と
カ
レ
ッ
ジ
」
の
開
校
式

を
予
定
し
て
い
る
。

今
年
初
め
、
連
合
自
治
会
と

議
会
と
の
意
見
交
換
会
中
で
、

あ
る
分
団
長
さ
ん
か
ら
も
、

困
っ
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い

た
。
こ
う
い
う
中
で
、
女
性
分

団
の
発
足
は
、
誠
に
結
構
な
こ

と
だ
と
思
う
。

定
員
確
保
の
方
法
の
一
つ
と

し
て
機
能
別
消
防
団
員
と
い
う

制
度
が
あ
る
。
過
去
に
消
防
団

に
在
籍
し
、
災
害
時
に
だ
け
採

用
す
る
Ｏ
Ｂ
消
防
団
員
と
か
。

事
務
所
ご
と
そ
っ
く
り
消
防
団

と
い
う
勤
務
地
団
員
。
林
野
火

災
専
門
で
、
山
に
詳
し
い
こ
と

か
ら
、
森
林
組
合
団
員
と
か
。

郵
便
局
の
人
は
地
理
に
詳
し
い

と
い
う
こ
と
で
、
郵
便
局
団
員

と
い
う
よ
う
な
形
で
や
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

今
年
度
は
、
防
災
セ
ン
タ
ー

の
完
成
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
、
今
後
の
対
策
と
し
て
、

拠
点
の
整
備
、
処
遇
改
善
も
必

要
と
思
う
が
、
町
長
の
所
見
を

伺
う
。

沖
野
町
長

全
国
の
消
防
団
に
お

い
て
、
団
員
の
高
齢
化

等
に
伴
う
定
員
割
れ
は
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
。

消
防
白
書
で
も
消
防
団
員
数

は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
現
在
、

10
年
前
に
比
べ
て
６
万
４
１
５

６
人
、
率
に
し
て
６
・
８
％
減

少
の
87
万
９
９
７
８
人
と
な
っ

て
い
る
。
消
防
団
員
の
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
、
増
加
さ
せ
る

こ
と
が
全
国
的
な
懸
案
事
項
と

な
っ
て
い
る
。

美
郷
町
の
消
防
団
は
、
定
員

３
０
０
名
に
対
し
、

現
在
は
２
８
９
名
の

団
員
数
で
、
11
名
の

定
員
割
れ
で
あ
る
。

平
均
年
齢
は
45
歳
で
、

そ
の
構
成
内
容
は
、

20
代
が
９
％
、
30
代

が
24
％
、
40
代
が

27
％
、
50
代
が
最
も

多
く
て
31
％
、
60
歳

以
上
は
９
％
と
な
っ

て
い
る
。

消
防
団
の
高
齢
化

対
策
、
若
年
層
の
団

員
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

団
に
お
い
て
、
退
団

時
に
新
た
な
団
員
を

確
保
す
る
な
ど
工
夫

を
こ
ら
し
て
い
る
が
、
団
員
減

少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
団
員

確
保
が
困
難
な
状
況
下
に
あ
る
。

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、

若
年
層
に
、
消
防
団
活
動
の
内

容
や
使
命
を
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
、
事
象
や
事
例
を
紹
介
す

る
機
会
を
、
成
人
式
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
等
で
行
う
こ
と
も
必
要

で
あ
る
。

入
団
へ
の
妨
げ
の
ひ
と
つ
に

勤
務
先
で
の
理
解
も
大
き
な
要

因
と
な
る
。
近
隣
市
町
村
に
勤

務
す
る
若
者
が
多
い
な
か
、
勤

務
先
で
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い

た
め
、
団
行
事
な
ど
に
参
加
で

き
な
い
こ
と
も
入
団
に
足
踏
み

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
近
隣
の
自

治
体
と
連
携
し
て
、
勤
務
先
に

対
し
消
防
団
協
力
事
業
所
の
認

定
拡
大
に
よ
り
、
消
防
団
活
動

へ
理
解
と
協
力
を
得
る
よ
う
な

取
り
組
み
も
欠
か
せ
な
い
。

こ
の
定
員
割
れ
に
つ
い
て
は
、

補
充
出
来
る
と
思
っ
て
お
り
、

そ
れ
が
叶
わ
な
い
場
合
は
、
Ｏ

Ｂ
関
係
と
か
、
そ
う
し
た
こ
と

も
考
え
ざ
る
を
得
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。

ま
た
、
活
性
化
対
策
に
つ
い

て
は
、
災
害
に
直
接
対
処
す
る

だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
や
地
域

社
会
に
対
す
る
火
災
予
防
活
動

も
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
広

報
活
動
、
予
防
指
導
、
災
害
弱

者
対
策
等
、
女
性
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
分
野
で
、
そ
の
能
力
を

十
分
発
揮
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

女
性
団
員
を
登
用
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

こ
の
女
性
団
員
は
、
本
年
度

女
性
分
団
と
し
て
組
織
化
さ
れ
、

現
在
10
名
が
在
籍
し
て
い
る
。

今
後
そ
の
活
動
が
期
待
さ
れ
る

と
と
も
に
消
防
団
の
活
性
化
、

さ
ら
に
は
分
団
機
能
の
充
実
と

多
様
化
に
も
大
い
に
貢
献
す
る

も
の
と
考
え
、
今
後
は
、
15
名

程
度
の
団
員
確
保
を
目
指
し
た

い
。こ

れ
ら
の
見
地
か
ら
、
消
防

団
の
高
齢
化
対
策
、
活
性
化
対

策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
消
防
団
本
部
役
員
と
も

協
議
し
な
が
ら
、
最
善
策
を
講

じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

消
防
団
の
高
齢
化
、活
性
化
対
策
は
 

若
年
層
の
加
入
に
努
力
す
る
 

佐竹一夫 議員

消
防
団
は
地
域
の
守

り
の
要
で
あ
り
、
有
事

の
際
、
真
っ
先
に
活
動
し
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

近
年
、
団
員
の
高
齢
化
が
進
み

新
規
の
団
員
の
確
保
も
難
し
く
、

消
防
団
の
弱
体
化
が
言
わ
れ
て

い
る
。

発
足
し
た
女
性
分
団
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食
欲
の
秋
で
あ
る
が
、
地
球
温

暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
で
各
地
に

集
中
豪
雨
が
発
生
し
、
被
害
も
出

て
い
る
。「
自
然
の
力
に
勝
つ
す

べ
は
な
い
」
と
わ
か
り
つ
つ
も
、

人
々
は
知
恵
と
力
で
向
き
合
い
、

今
は
そ
の
域
を
超
え
て
い
る
よ
う

な
気
が
す
る
。

農
繁
期
も
始
ま
り
、
稲
作
、
果

物
、
野
菜
な
ど
の
収
穫
に
毎
日
が

忙
し
い
中
、
相
変
わ
ら
ず
イ
ノ
シ

シ
、
サ
ル
な
ど
の
被
害
も
出
て
い

る
よ
う
だ
。
以
前
と
は
違
い
山
林

と
人
と
の
関
わ
り
が
薄
れ
、
手
入

れ
が
届
か
ず
、
山
林
の
荒
廃
が
進

ん
で
お
り
、
自
然
界
の
変
化
が
容

赦
な
く
襲
い
か
か
っ
て
い
る
感
じ

が
す
る
。

定
住
促
進
を
目
的
に
町
内
へ
の

体
験
住
宅
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
、
移
住
希
望
者

が
定
住
後
に
不
都
合
を
感
じ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
事
前
に
町
内
の

生
活
環
境
や
雰
囲
気
を
知
っ
て
も

ら
う
機
会
を
設
け
よ
う
と
す
る
発

案
で
あ
る
。
美
郷
町
の
人
口
が
増

え
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
黒
川
記
）

皆さんこんにちは。まだまだ
美郷初心者の私ですが、気が付
けば美郷町に来て早２か月が経
ちました。しかし今なお多かろ
う「あんた、何者かね？」とい
う問いにお答えするべく、さっ

そく自己紹介をさせて頂きます。
私は７月まで福岡の大学に通う４年生でし

た。休学をして８月より美郷にやってきました。
生まれは愛媛県。ちょうど美郷のような山間の
田舎まちです。私は自分の生まれたその町が大
好きで、将来も田舎という場所に貢献しながら
働きたいと漠然と思っていました。今振り返る
に、急速に過疎化する地元を見ながら、「田舎
に貢献する」が「田舎を守る」に変わってきた
ように思います。大学ではまちづくりや村おこ
しについて学んできましたが就職活動の段に
なってぶち当たった壁はまさかの「田舎の実態
を知らな過ぎる」ということでした。地元が田
舎とはいえ、田舎でビジネスをする会社が「活
力ある豊かな地域づくり」とか「田舎に仕事を
創るぞ」とか謳っていてもいまいちピンときま
せんでした。机上の勉強だけでは実感がわかず、
もっと現場でリアルを知りたいと思っていた時
に見つけたのがこの地域おこし協力隊の募集で
した。

観光協会という配置先を希望したのにはわけ
があります。「観光」というのは外と内をつな
ぎ、変化を起こす可能性をもっているジャンル
だと思っています。人口が減り、町が廃れ、風
景が壊れ、そんな悲しい状況を変えていくこと
ができるのは人間しかありえません。人と人と
の勝負です。田舎では定住促進が叫ばれますが、
一方的な情報提供だけではただ人の頭かずが少
しばかり変化するだけで、本質的なところでは
あまり変わらないような気がします。定住の出
会い方がとても重要です。そのためには町の人
が町に愛着を持ち、暮らし方の意思を外の人へ
発信していくことがキーになるのではないで
しょうか。こんな町なら住みたい、こんな人が
いるなら一緒に暮らしたい、ただの田舎暮らし
じゃない、美郷暮らしを伝えることが重要だと
いう気がしています。その発信のお手伝いを、
観光というジャンル、そして観光協会は担うこ
とができるのではないかと考えています。
ふたつと同じ町はありません。美郷に来てい

いところ沢山見つけました。外からの視点で町
を見て、その気づきが町の誇りを高めることや
愛着を深めることにつながってくれれば、願っ
たり叶ったりです！たくさんの素敵な出会いと
経験に期待しています。皆さん、どうぞよろし
くお願いします！

田田舎暮らしのリアルをさがしに 田舎暮らしのリアルをさがしに 
美郷町地域おこし協力隊 観光協会配置　山 本 友 紀 


